
平成 25 年第１回（３月）出雲崎町議会定例会 

一 般 質 問 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

１ 

 

中川正弘 議員 

(一問一答) 

１．長年にわたり、過疎対策として町道の整備、下水道の普及、

高齢者対策、宅地分譲・宅地造成等がはかられてきた。 

  県も人口を減らす中、出雲崎が人口を増やすことは困難な

ことは十分に承知していますが、自然動態、社会動態を中

心に、どう政策を進めていくのかお聞きします。 

 

２．過疎が進み、人口が減少する中で、５年後 10 年後の町の

姿を、どう描いていられるかお聞きします。 

  また、人口はどこまで減少するものと考えていますかお聞

きします。 

 

３．人口減少の中で、将来も合併せずに、単独で、出雲崎はや

っていけるとお考えですか？ 

  また、将来その為には何が必要だとお考えですか、お聞き

します。 

２ 

 

 

 

 

山﨑信義 議員 

(一問一答) 

○防災・減災対策について 

 

① 東日本大震災から２年、国と県、当町も防災対策の見直し

が行われましたが、被災地の復興の現状をどのように想い、

当町としての基本的な施策をどう考えているか。 

 

② 災害から身を守るために防災教育で教えた「避難三原則」

により、釜石市の小中学生が、津波から逃れ自らの命を守

り抜いた「釜石の奇跡」をどう考えているか。 

 

③ 減災の大切な方法として、耐震診断及び耐震化工事があり

ます。予算を計上しても利用される方が増えないようで、

補助のあり方やＰＲなど、どう考えているか。 



順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

３ 

 

三輪 正 議員 

(一問一答) 

 １．肺炎球菌ワクチンに助成を 

 

高齢者の死因の上位を占める肺炎の予防に有効な肺炎球

菌ワクチン接種に助成をすべき。 

  １回 7,000 円の負担が多く未接種が多い。 

 

 

 ２．交通弱者対策を 

 

   高齢化や商店、医療機関の減少により交通手段を持たない

人は日常生活に大きな支障となっております。 

  町民バス、デマンドタクシー等、当町の実情に合った交通手

段を導入すべきと考えるが。 

４ 

 

仙海直樹 議員 

(一問一答) 

○高校生への通学費助成について 

 

  当町において、中学生の多くは卒業後に町外へと進学して

おり、当町の立地上、電車やバスを利用しなければなりませ

ん。 

  学年や学校が進むにつれて、子育てや教育に係る費用は大

きくなります。 

  子育て世代の負担軽減と、子育て世代の定住促進の面か

ら、通学に係る費用を助成できないものか。 

 町長の考えを伺います。 



順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

５ 

 

田中 元 議員 

(一問一答)  

 

○一次産業とまちづくり 

 

 

 ・第一次産業における後継者、担い手の育成と新規就業者に対

する考え方。 

 

 

 ・農業、漁業の６次化についての所見を問う。 

６ 

諸橋和史 議員 

(一問一答) 

１．町の未利用地の利用方法について 

 

  

 ２．国のＴＰＰ協議参加問題について 



 


